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　社会 分 は 性 の た生活を る人 の

間を 出する手法である（ 人 2008）。

これを用い 都市 の 間構造を 明する研究が行

われ 近年は他の研究 との 合も行われている。

　 えば 本 ・ 人（2020）による『
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Social Area Types and Social Class:

Based on a Social Area Analysis in the Tokyo Metropolitan Area

Abstract

　This paper elucidates the spatial structure of the Tokyo metropolitan area，and how the composition of 
social class has changed in each area type. I conducted social area analysis by using data from the 2015 
Population Census of Japan to examine the spatial structure of the Tokyo metropolitan area and observed 
changes in the indicators of social stratification in each area type. The results of the analysis showed that，
first，in 2015，the Tokyo metropolitan area consisted of four area types: 1）the areas with the largest number 
of tertiary industry workers，2）the areas with the largest number of primary and secondary industry 
workers，3）the areas characterized by population reproduction with more tertiary workers，and 4）the areas 
characterized by population reproduction with more secondary workers. Second，in terms of changes in the 
composition of social class in each area type，the reconcentration of white-collar workers in the city center 
was confirmed，and it was shown that this was due to the transformation of the city center into a child 
rearing space and the process of gentrification. It was also suggested that changes in the structure of income 
groups and people's health condition have accompanied these changes in the composition of social class.
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社会と都市 間』では ・ 論と都市社会学

の プローチを 合し 都市 間に現れる 大

を えた。 体的には 社会 分 と 紙 査

から ンダークラスの などを えた。特に

東京 を対象とした社会 分 の結果 1990年

から2010年 にかけて 東京 の都 部ではサー

ス 業従 者や新中間 の集 が み 部では

物 関 業の発 に う 造業や物 施 の集

が んだことが示された（ 人 2020）。

　上記のように 社会 分 から 間構造の 容

を えることができるが 各年 の各 類型は異

なる特徴を有しており 類型別での社会 の

構成の 化を えることは には 難である。

　一方 一時 での 類型を まえ その 類

型別での社会経 的 を年 ごとに えることで

各 類型内の社会 の構成の 化を えること

が になる。本研究では この方法を用いて 各

類型内の社会 の構成の 化を える。

研究

　社会 分 は 都市 間に関する研究における

１つの方法として生じてきた。

　 えば S ev yと illiamsは メリカ・ロ

サン ルスを対象とし 「国 査」の

を単 とした分 を行った（S ev y  illiams

1949）。また S ev yと ellは サンフランシス

コを対象とした分 を行った（S ev y  ell

1955）。

　S ev yらは を社会経 的 ・ 的

・ 的 の視 から えた。その上で 社会

経 的 に関する ルーカラー や 学校 業

者 的 に関する一 て や

性の 業者 や出生 的 に関する人種・

国籍関 指 を用いて の類型化を行った。

　その後 社会 分 を まえた上での研究も実

施されるなど なる展開を見せてきた。

　 えば reer（1956）は 社会 分 を ま

え フィールドワークを実施し ー ニズム研究

を行った。 reerは ロサン ルスを対象とした社

会 分 を行い その結果に基 き 社会経 的

と 的 は同程 だが 的 の程 が

異なる を 出した。この でフィールドワー

クを行い 的 に がある では 人 の

社会関 などに が生じていることを示した。

に

　社会 分 の手法は 日本でも 入された。

　 えば 沢 （1986）は 社会 分 を用い

て 東京という都市の 間構造の 明を みた。

沢 は 東京23 の500mメッシュを単 とし

の類型化を行い 1970年 の東京の 間構造を明

らかにした。その結果 年 構成や 構成に関す

る指 は同 構造となるのに対して 社会 に

関する指 はセクター となることを示した。

　また 社会学だけでなく 理学といった他分野

でも社会 分 を用いた分 が行われてきた。

　 えば 野 （1985）は 長野県の市町村を

単 として 社会経 指 に基 き の類型化を

行い 業化や都市化に い 間で社会経 的

に が生じていることを明らかにした。

　このように の社会経 指 に基 くクラス

ター分 を行い 各 の等 性に基 き の分

類を行う方法は 理学の分野では等 的 分

法と ばれ 分 における１つのスタンダード

として 立されてきた（村山 1998）。

間 研究

　先述した 沢 （1986）による「東京の社会

図」プロジ クトは 対象 を東京という都市か

ら 東京 という大都市 に 大し 「東京 の社

会 図」プロジ クトとして展開された。これらの

研究によって 東京 の 間構造が えられてきた。

　まず 沢 ・ 人（2004）は 東京 の市

町村を単 とし 1970年 と1990年 における東

京 の 間構造を えた。その結果 1970年 にお

いては東部 の市 化の れによって同 構造

は明 化していなかったのに対して 1990年 にお

いては市 化の 行や市場論理の によって同

構造が明 化してきたことが示された。

　また 本 ・ 人（2020）による『

社会と都市 間』では 東京 の1 mメッシュを単

とした の類型化が行われ 1990年 と2010年

における東京 の 間構造が えられた。その結

果 1990年 から2010年 にかけて 物 施 の集

が むといった 外 部の構造に 化が生じてき
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たことなどが示された（ 人 2020）。

間 研究

　東京 の研究が されてきた一方 大 や名

古 といった他の都市 の研究も行われている。

　 えば 人（2008）は 各都市 の市 町

村を単 とし S法クラスター分 を行い 2000

年 の東京 と大 の 間構造を えた。その結

果 東京 では同 構造が生じているのに対して

大 では大 ・京都・ の３都市が となり

東京 と して人 再生 と 業を特徴にもつ

が くなっていることなどが示された。

　また （2019）は 職業 に 目し

大 の 間構造の 容を えた。 は 大

の１ mメッシュを単 とし 1980年・1990年・

2000年の職業 別 を社会 図化し 各職業

の 間分 の 容を えた。その結果 1980年に

見られていた ワイトカラー と ルーカラー の

分化 は2000年まで続いてきた一方 1980年

に見られていた職業 の同 構造は2000年には

明 化してきたことなどが示された。

　一方 古（2015）は 名古 の

メッシュを単 とし クラスター分 による の

類型化を行い 1980年から2010年までの名古 に

おける 間構造の 容を えた。その結果 1980年

時 の名古 市 と他の中 都市 では 同じ

特徴を つ社会 が 認されたのに対して 2010

年時 ではその が まり 名古 市と他の中

都市の社会 構成 が異なってきたことが示

された。なお こうした社会 の構成の 化につ

いて クラスター分 で得た各 類型の社会経

的 を時 列的に することは には 難で

あり その を示 するにとどめると述べている。

学に 間 研究

　都市 の 間構造に関する研究は 理学などの

分野においても研究が行われてきた。

　 えば ・ （2014）は これまで

の社会 分 で重要とされてきた指 について社

会 図を作成し 東京23 の人 動態を した。

この研究においては 東京23 の500mメッシュを

単 とした 1980年 から2010年 にかけての

各指 の社会 図が作成された。その結果 1980年

から2010年 にかけて 下町 における再開発

に う子育て の 入などを に 年 構成や

構造に関する 間構造にセクター分 が生じてき

た部分があることなどを指 した。

　また 田 ・ 正（2010）による研究にお

いても これまでの社会 分 で重要とされてき

た指 に基 いた社会 図の作成が行われ 東京・

大 ・名古 という三大都市 の 間構造に関する

言及がなされている。この研究においては 1 m

メッシュを 単 とした 2000年 における各指

の社会 図が作成された。その結果 人 の

分化の が示されるとともに その 分化が

形などと関 を っていることが指 された。

　以上のように 社会学と同 に 社会 分 の

手法が 入されてきた 理学において 近年は 社

会 分 から重要性が指 されてきた指 に基

いた社会 図を作成することによって の 間

構造が えられている。社会 図を用いた研究は社

会学においても展開されてきたが 特に 形に関す

る言及が くなされてきたことは 理学による プ

ローチの特徴であるといえよう。

間 研究

　社会 分 としては 都市の内部を対象とした

研究も行われてきた。 えば 野英 （2012）は

の特性が 対 への に与える影響に

ついて分 を行うにあたり の特性を示す

べく社会 分 を行った。そこでは 大 市の

を分 単 として ard法による クラス

ター分 を行い 中 部に 管理職 外 部に

ルーカラー が集中する 間構造が えられた。

　また 本 （2004）は 名古 市の学 を分

単 とし 年 人 や 年人 に基 き

類型を行った。その結果 都 ど人 や

高 化がより早く む が示された。

　加えて 理学における研究としても 者の

社会経 的属性に基 いて分類された 類型別に

発生 ターンを示したものがある。そこでは

都 の12市 の を対象とした分 の結果

類型による 発生 の が 認された（上

・ 野公 ・ 野 2018）。
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研究

研究

　社会 分 を用いて都市 や都市の 間構造を

明らかにする研究が される中で 年 別にクラ

スター分 を行い 都市 の 間構造の 容を え

る研究も行われてきた。一方 この社会 分 の

手法を用いて ある一時 についての の類型化

を行い そこで得た 類型内の社会経 的 の

化を えることができれば 各 類型における

社会 の構成の 化を えることが になる。

　このように 社会 分 と 社会 構造の時

列的な 化に関する分 という ２つの方法を

合させた新たな プローチによって 都市 におけ

る社会 の構成の 化を えようとすることが

本研究における みである。

　 体的に述べると 1990年 から2010年 にかけ

ての 類型別の社会 の構成の 化を える場

合 1990年 ータについて社会 分 を行い

そこで得られた 類型を単 として 1990年 か

ら2010年 までの社会経 的 の 化を えるこ

とによって 1990年 の各 類型がその後はどの

ような 化を っていったのかを することが

になる。また 2010年 ータについて社会

分 を行い そこで得られた 類型を単 として

1990年 から2010年 までの社会経 的 の 化

を えることによって 2010年 の社会経 的

がどのようにして生じてきたのかを することが

できる。

　本研究は 上記のような社会 分 と社会

構造の時 列的な 化に関する分 を 合した新た

な プローチを まえて 各 類型における社会

の構成の 化を え 現時 での各 類型の

社会経 的 がいかにして生じてきたのかを え

る。また 各 類型における社会 の構成の

化に い 現時 での社会経 的 が生じてきた

中で 人 の所得 や 態 意 などに

はどのような 化が生じてきたのだ うか。本研究

においては この各 類型における社会 の構

成の 化と 他指 の 化の 関も明らかにする。

　各 類型における社会 の構成の 化を え

る本研究は 以下の３段 の ータ分 から構成さ

れる。なお 分 にあたって 東京 を中 とする

60 m 内に 学的重 が含まれる市 町村

を 都 に該当する とし この 都 を分 対

象とした。

　第１段 としては 2015年の市 町村 ータを用

いた社会 分 を実行し 2015年時 における

都 の 間構造を明らかにする。 体的には 2015

年時 の社会経 指 を 得 化し クラスター分

を行う。なお 各 類型の社会 の構成の

化を える本研究においては 各自 体がどういっ

た 類型に該当しているのか分類するために ク

ラスター分 を行う。この際 １つの自 体が１つ

の 類型を形成するというクラスタリングにおけ

る 果を緩 することが まれる。そのため 本

研究では 分類感 の高い ard法による クラ

スター分 を行い 類型を得る。そして その

類型を 図化することによって 都 の 間

構造を 視化する。

　第２段 としては 第１段 で得られた各 類

型における社会 に関する の 化を える。

体的には 第１段 で得られた 類型について

類型別に該当市 町村の人 や を合

した上で 社会 に関する社会経 指 を 出す

ることによって 各 類型における社会 に関

する の 化を える。

　第３段 としては 第２段 で 認された各

類型における社会 の構成の 化と 社会の

の 化を える。 体的には 第１段 で得られた

類型について 類型別に該当市 町村の人

や を合 した上で 各指 を 出し 各

類型における所得 や 態や と

いった社会の の 化を える。

研究 い

　本研究における ータ分 では 都 の市 町

村を単 とした分 を行う。この際 2021年１月１

日時 の市 町村を基 とし 1990年10月１日以

の市町村合併や単独市制などに対 した ータセッ

トを作成した。これによって 各市 町村における

社会経 的 の 化を市町村合併などから影響を

受けずに 時 列での を行うことが になる。

なお 指定都市については 以下のように対

した。 えば さいたま市は 市・大 市・与野
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市の合併により2001年に新 されたため 合併以前

の各 ータは入手できない。横 市では 1994年

に と都 が新 されたため 新 前の ー

タは入手できない。1990年 から2010年 までの社

会 の構成の 化を える本研究では 上記の

ースなどに対 するため 各 ではなく 各

指定都市を１つの分 単 とした。

　本研究の ータ分 で用いる指 について 体

的には以下の ータを用いる。

　人 の社会 に関する指 としては 「国

査」（1990年 2015年）の市 町村 ータより 出

した指 を用いる。特に 1990年 から2010年 ま

での時 列での を にするため 当 から

査されている人 ・年 構成 構造 業構造

職業 人 の従業上の に関する指 を 本

研究では使用する。

　人 の所得 に関する指 としては 「 ・

査」（1993年 2018年）の市 町村 ー

タから 出した 年間 入200

年間 入1000 以上 年

所得のジニ を用いる。

　人 の 態に関する指 としては 生

が発表している「市 町村別生 表」（2000年

2015年） ータにおける 性の と 性の

を用いる。2000年以 の ータを用いている

のは 生 による「市 町村別生 表」の作

成が2000年から開 されたためである。

　人 の 意 に関する指 としては 総

が発表している「 議院議員総選挙・最高 所

国 審査 報結果」（2012年 2014年 2017

年）および「参議院議員通常選挙 報結果」（2010

年 2013年 2016年 2019年）の市 町村 ータか

ら 出した 表における自 の得

を用いる。2012年の 院選によって 権与 へ

帰した自 は 2021年時 でも 権を担って

いる。本研究においては 上記の ータを用いるこ

とによって （当時の） が 権 を実現し

自 が下野して以 の 人 の の

化を えることが になる。

間

　本研究における ータ分 の第１段 として

2015年の 都 の市 町村 ータを用いて社会

分 を実行する。この社会 分 におけるクラス

ター分 を実行するにあたっては を りなく

選 することが重要である。先行研究では クラス

ター分 で用いる について のクラスター

分 の結果や 間の相関 などを まえて

りのない の選 を実現している（ 人

2008）。本研究においても 上記のように の

クラスター分 と 間の相関 に基 き 使

用する を選出する。

　まず 「国 査」 ータから 人 ・年 構成

構造 業構造 職業 人 の従業上の

に関する20 を 出し のクラスター分

を行った。 ard法による クラスター分 の結

果 20 は３つのクラスターに分類された。 体

的に述べると 第１クラスターには ワイトカラー

グレーカラー 員 といったノンマ

ニュ ル職業などに関する７ が分類された。第

２クラスターには第一次・第 次 業従 者

ルーカラー といったマニュ ル職業などに関

する６ が分類された。第３クラスターには

年 人 といった子育て などに

関する７ が分類された。

　この各クラスターに該当する について相関行

列を作成し 最も相関 が くなる組み合わせを

出する。この組み合わせを構成する２ を 用

し 合 ６ をクラスター分 における とし

て使用した。これによって りのない の選

が実現された。

　上記の手 によって選出され クラスター分 で

用いられることになった６ は 以下の通りであ

る。第１クラスターからは 職やサー ス職に

従 するグレーカラー従 者 を 業者総 で る

ことで 出される「グレーカラー 」 外国人人

を人 総 で ることで 出される「外国人人

」が選出された。なお 2 の相関 は

0 106となった。第２クラスターからは 業・

業・ 造業という第 次 業に従 する第 次

業従 者 を 業者総 で ることで 出され

る「第 次 業従 者 」 自営業者 を 業者

総 で ることで 出される「自営業者 」が選

出された。なお ２ の相関 は0 090となった。

第３クラスターからは 15 の年 人 を
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人 総 で ることで 出される「年 人 」

のみ を 総 で ることで 出される

「 のみ 」が選出された。なお ２

の相関 は0 044となった。

　なお 近年は や 査 の などを

に 「国 査」における「 」該当者 が

加している。こうした のため 人 総 や

総 を報告された 値のまま用いることは時 列

での を生じさせうる。本研究では「 」

や「分類 」を 外した上で 人 総 や 総

各指 を 出し 上記の に対 した。

　上記の６ を用いて 社会 分 を実行した。

体的には 得 化した６ を用いて ard

法による クラスター分 を実行した。本研究で

は １つの自 体が１つの 類型を形成するクラ

スタリングにおける 果を緩 することや マ

ニュ ル職業およびノンマニュ ル職業の従 者や

子育て の に関する特徴が明 に示されること

を基 とし 得られた ンドログラムを まえた上

で 2015年の 都 の各市 町村は ４クラスター

に分類された。この社会 分 によって得られた

類型を 図に示すことで 2015年時 の 都

の 間構造を 視化したものが 図１である。

　各 類型の社会経 的 を するために

「国 査」（2015年） ータから 出した先述の20

について 類型ごとに 値を 出した。

その結果を まえながら 類型の特徴を示す。

　 都 の中 に 置する 類型は「中央部 」

である。この は 第三次 業従 者や ワイト

カラー グレーカラー が めて い。外国人人

や単独 員 も高い。

　「中央部 」の りに 置するのが人 再生

を特徴とする であり より内 にみられる

類型が「人 再生 （第三次 業従 者集中） 」

である。 が く と子供から成る

も いという人 再生 を特徴としつつ 第三次

業従 者や ワイトカラー グレーカラー が

くなっている。

　人 再生 を特徴とする のうち外 に 置し

ている 類型が「人 再生 （第 次 業従 者

集中） 」である。 が く と子

供から成る も いという人 再生 を特徴とし

つつ 第 次 業従 者や ルーカラー が い。

　 都 の外 部に 置する 類型は「外 部

」である。この は 第一次 業と第 次 業

の従 者や ルーカラー が めて い。 年人

も自営業者 も高くなっている。

　以上のように 2015年時 の 都 の 間構造は

ね同 構造となっており 各 類型が の

社会経 的な特徴を有していることが 認された。

に

　第１段 での分 では 2015年時 の 都 の

間構造が示された。ここで得た各 類型について

図１：2015年時 での 都 の 間構造
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ータを 及し 社会 の構成の 化を える。

ここでは先述した20 を中 に各 類型の社会

経 指 を 出し グラフを作成した。

　図２は 各 類型の人 に関する指 の 化を

えたものである。人 動態に関する人 を

認すると 外 部 は2000年 から人 に

転じている。一方 2000年 以 中央部 は人

加に転じている。これについては都 帰現象

によって生じた 動と考えられる。近年のグロー

ル化の中での外国人人 について 中央部

は 2015年時 ではその の高さが目立つが こ

の は1990年 から続いている。特に 2000年

からは特に が上 し その が まっている。

なお 外 部 の は2000年 に大きく上 し

たが これは外国人人 が大きく 動しなかったの

に対して 日本人人 が大きく したために

が上 したことによると考えられる。

　図３は 各 類型の年 構成の 化を えたも

のである。全 的な 子高 化の中で 外 部

と中央部 の特徴が 化してきたとわかる。中央

部 は 子化の中でも2000年 以 は年 人

の値を し 一方で高 者が いという特徴は

われた。外 部 は 高 者が いという特徴

が1990年 から 続して見られる中で 1990年 は

人 再生 とともに年 人 も かったが

子高 化の加 によってその特徴が われてきた。

　図４は 各 類型の 構造の 化を えたも

のである。全 的な の と単独 の

加の中で各 類型の値は推 してきた。単独

は中央部 が高く 外 部 が いとい

う が続く。この外 部 は全 的な

の の中で 総 自体が していること

もあり の としては値を っている。

一方 が 化してきたのが 子育て の動 で

ある。６ のいる は 1990年 に

は外 部 が高く 中央部 が かった。しか

し 2010年 になると 人 再生 の値を外

部 の値は下 り 子化の中で を した

中央部 との は なくなった。

　図５は 各 類型の 業構造の 化を えたも

のである。 業構造に関しては第 次 業従 者の

と第三次 業従 者の 加という全 的な

の中で 各 類型の特徴に大きな 化はない。中

央部 は第三次 業 外 部 は第一次 業・

第 次 業の従 者 が最も高く 人 再生 を

特徴とする のうち人 再生 （第三次 業従

者集中） は第三次 業 人 再生 （第 次

業従 者集中） は第 次 業の従 者 が高

いといった は 1990年 から一 している。

　図６は 各 類型の職業 の 化を えたも

のである。これについては 中央部 の つ特徴

がいつ 化してきたのかということが明 に示さ

れている。2015年時 で最も ワイトカラー が

高い中央部 であるが その特徴は1990年 には

化していなかった。中央部 の ワイトカ

ラー は 都 帰によって人 加に転じた

2000年 以 から大 に上 し 2000年 から ワ

イトカラー の集中が目立つ としての特徴が

化してきた。なお 外 部 には ルーカラー

が く 人 再生 のうち人 再生 （第三

次 業従 者集中） は ワイトカラー とグ

レーカラー が 人 再生 （第 次 業従 者

集中） は ルーカラー が いという は

1990年 から続いている。

　図７は 各 類型における人 の従業上の

の 化を えたものである。これについては 1990

年 から2010年 にかけて 各 類型の特徴に大

きな 化は生じてこなかったことが 認される。外

部 の自営業者 は高く 用者 と 員

が い。中央部 は 用者 が く 自営

業者 もある程 高い。人 再生 は 用者

が高く 自営業者 は い。このような

は1990年 から続いており 2015年時 で見られる

従業上の に関する各 類型の特徴は 1990年

から見られていた が 続することによって生

じてきたことが示 される。

　以上のように 本 では 第１段 の社会 分

で得た各 類型について その社会 の構成

の 化を えた。その結果 どのような 化を経験

しながら 2015年時 の各 類型における社会経

的 は生じてきたのかということが示された。

これは を 一し ータを 及することによっ

て えることが になった知見ともいえる。
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図２：各 類型における人 の 化

図３：各 類型における年 構成の 化

図４：各 類型における 構造の 化
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図５：各 類型における 業構造の 化

図６：各 類型における職業 の 化

図７：各 類型における従業上の の 化
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に

　第２段 の分 では 各 類型における社会

の構成がどう 化してきたのかが示された。この

化とともに 社会にはどのような 化が生じてき

たのだ うか。ここでは 人 の所得 態

という観 から 各 類型がどういった

化を経験してきたのかを明らかにする。

　図８は 各 類型における所得 の 化を

えたものである。年間 入200 が

示す 所得 については 1990年 には中央部

に 所得 が かったのに対して 他の 類型に

おける 所得 の 加の中で その特徴は まった。

一方 外 部 は1990年 以 の 所得 の 加

によって 2010年 には最も の高い 類型と

なっている。年間 入1000 以上 が示す

高所得 については くの 類型で が 下

したのに対し 中央部 は値を し 高所得

集中 としての特徴が 化してきた。

　図９は 各 類型における人 の所得 の

化を えたものである。1990年 から2010年 にか

けて中央部 は 所得 集中 としての特徴

を い 高所得 集中 としての特徴を めてき

た。それによって 全 的な所得 の 下の中で

年 が示す中央部 の所得 は相対的

に高くなり 2010年 には高所得 としての

特徴を び出している。また 経 的 の大きさ

を示す 年 のジニ の推 を 認すると 中

央部 の値が高いという 態が続いている。所得

の 化が生じている中央部 であるが 経

的 は 都 において最も大きい が続いてい

るのである。一方 他の 類型については 1990

年 から2010年 にかけて値が ね上 している。

この については 1990年 においては がそれ

ど大きくなかった でも 2010年 にかけて経

的 が 大してきたという 所得 の 化が

認されたといえる。

図８：各 類型における所得 の 化

図９：各 類型における所得 の 化
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　図10は 2000年 から2010年 にかけて 各

類型における人 の 態の 化を えたもので

ある。 性の は 全 的な 長の中で 人

再生 （第三次 業従 者集中） の値が高く

外 部 の値が いという が続く。 性の

も 全 的な 長の中で 人 再生 （第三

次 業従 者集中） の値が高く 外 部 の

値が い。また 中央部 は 他の 類型と

して 2000年 以 性の がより 長

していることも 認できる。

　図11は 2010年 にかけての各 類型における

人 の に関する指 として における

自 の得 の 化を えたものである。

特に 外 部 が高い値を記録している。

　以上のように 社会 の構成の 化の中で所得

は 化し 所得 や経 的 の大きさと

いった所得 にも 化が生じたことが 認された。

　 態については 全 的な の 長の

中で 所得 が し 高所得 が 加した中央

部 の 性の がより 長するなど

態の 化が 認された。

　そして については 外 部 におけ

る自 の得 の高さが 認された。なお

この得 は相対得 ともいわれ 投 総 に

める得 の 合であり 投 から影響を受け

うる。一方 の規 を示す指 には 有権

者総 に める得 の 合という 対得 もあ

る。自 の 対得 を 類型別に 出すると

相対得 と同 の が 認された。 院選は他

の 類型が17 前後であるのに対して 外 部

は2014年が21 2 2017年が19 2 と最も高くなっ

た。参院選でも 外 部 は 2013年は18 7

2016年は21 5 2019年は18 3 と 他の 類型

よりも高い値を記録した。

図10：各 類型における 態の 化

図11：各 類型における の 化
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　本研究では 一時 の都市 の 間構造を え

各 類型を単 として ータを 及し 内の

社会 の構成の 化を えた。つまり 社会

分 と 社会 構造の時 列的な 化に関する分

を 合し 社会 の構成の 化を えてきた。

　前 ではその実 として分 結果を示した。本

では それらを まえ 得られた知見をまとめる。

　 都 の 間構造は 2015年時 でも ね同

構造となっていた。都市機 の集中する中央部に

サー ス業をはじめとする第三次 業従 者や 管

理職等を含む ワイトカラー が集 する。その

に人 再生 を特徴とする 外 部に非第三

次 業従 者が く 高 化が な がある。

　2015年時 の 間構造が生じてきた にあるも

のとしては に以下の２ があ られる。

　まず 都 の子育て 間化がある。全 的な 子

高 化の中で 年 人 といった子育て に関

する指 値は 下してきた。近年 都 では再開発

が み 利 性を め子育て が 入し 子育ての

場が 外から都 へシフトした。そして 外の人

再生 を特徴とする と 都 を含む中央部

の子育て に関する指 値の は してきた。

　なお 子育て の都 入に い 各 類型の

年 構成 特に高 者の 合に 化が生じた。 年

が 入した中央部 は高 者が いという特徴

を ったのに対して 人 再生 という特徴を っ

た外 部 は高 者が いという特徴が 化し

た。外 部では高 化が であるという2015年時

での は このような都 の子育て 間化の反

動として生じてきたものともいえる。

　次に 都 におけるジ ントリフィ ーシ ンが

ある。1990年 から2010年 にかけて グロー ル

化の中で外国人人 をより受容した中央部 では

都 再開発に い都 帰といわれる人 加が生

じ 職業 の面では ルーカラー が し

ワイトカラー が著しく 加した。このジ ント

リフィ ーシ ンによって 同 における ワイ

トカラーの が明 になった。

　こうした各 類型における社会 の構成の

化と他指 との 関についても 分 を行った。

　職業 の 化が生じた中央部 では 所得

の 化が生じ 所得 が相対的に上 した。所

得 について 中央部 における の大きさ

が目立つ中で 他 でも が 大した。中央部

は子育て などの人 入があったのに対し

他 ではその動きは活発ではなく 高 化がより

行したことが にある。高 化がより 行した

ど 所得 は 大する にある（ 原

2021）中で 高 化が 展した 類型におい

ては経 的 がより 大してきたのであ う。

　人 の 態については 2000年 から2010年

にかけて 性の が中央部 でより上

した。高所得 が 加し 所得 が上 した

ど 人 の は長くなり その は

性の方が く見られる（ 原 2021）中で 職

業 の 化に う所得 の 化および所得

の上 を 成した中央部 においては 性の

がより上 したと考えられる。

　人 の については 高 者が い外 部

では 自 の得 が現 も高いことが

示された。近年も 年 が高い人 ど自 の

が高いという は 存している（ 田

2018）。その が都市 間に投影され 外 部の

得 の高さが目立つようになっていると言える。

　なお 都 におけるジ ントリフィ ーシ ンと

都市 の関 について 大 における大 新の

会への に関する研究がある。そこでは 都 の

人 動化を担う が大 新の会を する

が示された（ 山真央 2019）。一方 都 を対

象とした本研究では 都 における自 の

化は 認されなかった。高所得 が 加する都 で

自 が 大していない には 都 の子育

て 間化があるとも考えられる。高 者が い外

部で自 の が見られる一方 子育て 間

化に い高 者が 的 なくなった都 では 自

はそれ ど 大しなかったと考えられる。

　以上のように 一時 の社会 分 を まえ

各 類型の社会経 的 の 化を した本研

究では これまで には え難かった 内の社

会 の構成の 化を えた。 内の 動を え

る手法として １つの有用性を示すともに この手

法と 年 ごとのクラスター分 から得た 間構造

の 容を併せて考えることで 都市 の 間構造は

より 細に分 されていくことになると考えられる。
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